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第１章 道路情報便覧表示システムの起動とデータ更新と終了 
 

1-1  道路情報便覧表示システムの起動 
道路情報便覧表示システムの起動は、以下の手順にて行います。  

 

 

 

 

 

【道路情報便覧表示システムメイン画面】 

  

① スタート をクリックします。 

②ポインタをすべてのプログラム

に合わせます。 

③道路情報便覧表示システム をクリ

ックします。 
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1-2  道路情報便覧表示システムのデータ更新【道路情報便覧におけるデータ更新時の操作】 

 

道路情報便覧表示システムのデータ更新は、以下の手順にて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  更新用データの「道路データ.mdb」ファイルを選択します。 

  （ファイル名の変更はしないでください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新完了メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

データ更新が完了しました。 

 

   バージョンの確認 ＜ツールの左上＞ 

           
 

             ① ツールのバージョン 

             ② 更新データのバージョン 

 

 ① ② 

道路情報便覧表示システム  Vyymm - yymmdd 

①「データ更新」を選択（クリック）します。 

②更新データを選択します。 

③「開く」を選択（クリック）します。 

④「OK」を選択（クリック）します。 
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1-3  道路情報便覧表示システムの終了 
道路情報便覧表示システムを終了するときは、メイン画面に戻り、終了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路情報便覧表示システムが終了します。 

 

  

はい をクリックします。 

終了 をクリックします。 
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第２章 検索条件の入力 
 

道路情報便覧表示システムでは、“路線指定”または“区間指定”の２つの検索方法が選択できます。 

 

2-1 路線指定 
路線を指定した道路情報便覧データの検索は、以下の手順にて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、都道府県コードおよび市町村コードが不明なときは、各項目名の部分（“都道府県”、“市町

村”）をクリックし、各コードの一覧表を呼び出し、選択します。 

 

 

 

 

①「路線指定」を選択（クリック）します。 

②「道路種別」をプルダウンメニュー 
より選択（クリック）します。 

 
 

③ 選択した道路種別に応じ、

路線番号、都道府県コード、 
市町村コード、複線区分を入

力します。（入力パターンにつ

いては次表参照） 

④検索条件確認後、路線指定検索 

をクリックします。 

都道府県名を選択（クリック）

後、確定 をクリックします。 

閉じる をクリックすると、メイ

ン画面に戻ります。 

都道府県名、市町村名を選択（ク

リック）後、確定 をクリックし

ます。 

閉じる をクリックすると、メイ

ン画面に戻ります。 
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検索条件入力パターン 

選択した道路種別 

入力パターン 

路線番号 
都道府県 

コード 

市町村 

コード 
複線番号 

高速自動車国道 ○ × × ○ 

一 般 国 道 ○ × × ○ 

都市高速道路  ○ × × ○ 

主 要 地 方 道  ○ ○ × ○ 

一般都道府県道 ○ ○ × ○ 

指 定 市 道 ○ ○ ○ ○ 

市 町 村 道 ○ ○ ○ ○ 

      ○：入力必要 ×：入力不要 

 

各路線の旧道・バイパス等を検索するときは、該当する複線番号を入力してください。 

本線を検索するときは、入力する必要はありません。 

 

 

 

2-2 区間指定 
区間を指定した道路情報便覧データの検索には３つの方法があり、以下の手順にて行います。 

 

2-2-1 区間指定方法の選択 
区間指定の指定は、メイン画面の区間指定欄にて以下の手順で選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①「区間指定」を選択（クリック）します。 

② 以下の方法の中から選択して下さい。 
 
○ 区間（経路）指定情報を申請ＦＤから読み込むときは、申請ＦＤ読込み をクリックします。 

○ 区間指定情報を通過路線より指定（キー入力）するときは、通過路線入力 をクリックします。 

○ 区間指定情報を交差点番号により指定（キー入力）するときは、通過交差点入力 をクリックします。 
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2-2-2 申請ＦＤ読込み 

申請ＦＤ読込みボタンをクリックすると、申請ＦＤ読込み画面が表示されるので、検索したい経路

が登録されている申請データファイルを選択します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 申請データを読込む

ドライブを選択します。 

② 検索したい経路が登

録された申請データファ

イルを選択（クリック）

します。 

③ 申請データファイル選択後、読込み 

をクリックします。中止するときは、 
閉じる をクリックします。 

読込んだ申請データに登録されている

通行経路数と表示されている経路番号

が表示されます。 

④ 前経路 または 次経路 を

クリックし、検索したい経路を

表示します。 

戻る をクリックすると

「申請ＦＤ読込み」画面

に戻ります。 
⑤ 検索したい経路を表示した

ら、検索 をクリックします。 
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2-2-3 通過交差点入力 

通過交差点入力 をクリックすると、通過交差点一覧表画面が表示されるので検索したい区間（経

路）を指定します。なお、区間の指定には、特車交差点番号を使用します。 

 

 

なお、入力する交差点番号は、道路情報便覧付図に記載されています。また、交差点番号は、検索

する区間（路線）を順次たどって行き、原則として路線が変わるごとに記入します。同一路線を通

過する場合は、途中の交差点番号を省略できます。また、同一ブロック内の交差点番号を連続して

入力する際は、同一数値部は省略できます。（下図参照） 

123

121212 12 12 12

155

155

155

123

301

301

301

301

523954 523955

4557

0021

0013

00121100

0004

0003

0236

0001

0046 　：検索する路線が通過する交差点

ブロック番号（６桁）

検索区間の終点

検索区間の起点

 

 

入力交差点 検索路線 

交差点番号 5239540001 5239540236 5239550012 5239550013 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

入力（省略）値 5239540001 0236 5239550012 0013 

① 検索したい区間の交差点番号を

入力します。 

戻る をクリックすると 
メイン画面に戻ります。 

交差点追加 をクリックすると

カーソルのある欄に空白を挿入

します。 

交差点削除 をクリックすると

カーソルのある欄の交差点番号

を削除します。 

② 指定した区間を確認後、 
検索 をクリックします。 
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2-2-4 通過路線入力 

通過路線入力 をクリックすると、住所・交差点名称検索画面が表示されるので、検索する路線の

出発箇所を指定します。なお、出発箇所の指定は、出発箇所の住所（市町村名等）または交差点名

称、交差点番号から検索した結果より選択します。 

 

（１）出発箇所の検索 

 住所・交差点番号名称検索画面にて、出発箇所の交差点番号および検索する路線を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

① 出発箇所の検索方法（住所（市町

村名等）、交差点名称または交差点番

号）を選択（クリック）します。 

② 出発箇所の検索条件

（市町村名等）を入力し

ます。 

③ 検索条件を確認後、

検索をクリックします。 

検索区間をＦＤ等より読込みます。 
（詳細は、Ｐ.１5参照） 

住所・交差点名称検索画面を閉じ、

メイン画面にもどります。 

出発箇所となっている交差点番号を

確認後、検索する接続路線（出発交

差点番号と同一の行）をクリックし

ます。 

検索条件に合致する交差点番号、 
交差点名称およびそれぞれの交差

点に接続している路線が表示され

ます。 
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（２）検索区間（出発路線）の確定 

  検索路線をクリックすると、検索区間を指定する通過交差点一覧画面が表示されます。 

 

 

 

（３）検索区間（次路線）の指定 

出発路線の検索区間を確定すると、隣接交差点および接続路線一覧画面表示されるので次の検索

対象路線を指定します。 

 

 

  

前の画面で選択した交差点 
番号は接続の項目に「*」が 
表示されます。 

① 表示路線内で、検索終了箇

所となる交差点番号をクリック

すると、接続の項目に「○」が

表示されます。 

通過交差点一覧画面を閉

じ、住所・交差点名称検索

画面に戻ります。 

指定した検索情報をF Ｄ等

に書き込みます。 
（詳細は、Ｐ.１５参照） 

通過交差点一覧画面を閉

じ、前の画面に戻ります。 

これまでに指定した検索区間

を確認できます。 
（詳細Ｐ.１４参照） 

隣接交差点および接続路線一覧画面を

閉じ、前の画面に戻ります。 

① 検索する路線をクリックします。 
現在の路線は青色で表示されます。 

② 確定 をクリックし、

表示路線の検索区間を確

定します。 
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以降は、（２）、（３）の操作を繰返し、最終の検索対象路線（交差点番号）まで指定します。ただ

し、    検索区間に道路情報便覧に収録されていない路線区間を挿入したいときは、上図にあ

る別経路指定をクリックします。これをクリックすると住所・交差点名称検索画面が再度表示しま

すので（下図参照）、（１）と同じ要領で検索区間の指定を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索区間に道路情報便覧未収

録路線区間を挿入します。 

住所・交差点名称検索画面を閉

じ、前画面に戻ります。 

 

道路情報便覧未収録路線区間の

次の検索区間となる路線をクリ

ックします。 
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（４）検索区間の確認と検索の実行 

隣接交差点番号および接続路線情報画面で、「通過交差点表示」をクリックすると通過交差点一覧 

表画面が表示されるので、検索指定区間を確認の上、検索を実行します。 

 

 

また、検索区間に道路情報便覧に収録されていない路線区間を挿入したときは、挿入した位置に 

交差点番号“999999”が挿入されます（前後の接続路線欄は空白）。 

 

 

 

設定した区間情報を変更するとき、他の申請経路（申請ＦＤから読込み）を検索するときは、メイ

ン画面の「読込み経路再表示」をクリックします。 

 

  

表示された検索区間で検索

を実行します。 

「閉じる」をクリックすると、

通過交差点一覧表画面を閉じ、

隣接交差点および接続路線一覧

画面に戻ります。 

これまでに指定した交差点番号および

交差点間の接続路線が表示されます。 
また、表示された交差点番号をクリッ

クすることで、それ以降の検索区間を

変更できます。 
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（５）検索区間データの読込み・書込み 

通過路線入力では、以前に作成した検索区間データをＦＤ等から読み込んだり、作成した検索区

間データを書き込んだりすることができます。 

 

【検索区間データの読込み】 

住所・交差点名称検索画面にて、読込み をクリックすると申請ＦＤ読込画面が表示されるの

で、読み込む検索区間データを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検索区間データの書込み】 

通過交差点一覧画面等にて、書込み をクリックすると名前を付けて保存の画面が表示されるの

で、保存する場所、ファイル名を指定し保存します。 

 

 

 

 

 

 

  

① 読込み をクリックします。 

② 読み込む検索区間データを

クリックし、 読込み をクリ

ックします。 

③ 通過交差点一覧画面が表示されます。 

② 検索区間データを保存する

場所を指定します。 

③ 検索区間データのファイル

名を指定します。 
④ ファイル名等を確認後、 
保存 をクリックします。 

① 書込み をクリックします。 
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2-2-5 エラー修正 

通過交差点入力で区間の指定方法に間違いがあったときや申請ＦＤから読み込んだ区間(経路)情報

が古いとき、検索を実行するとエラー内容画面が表示されます。エラー内容画面が表示されたら、

エラーメッセージを画面（または印刷）にて確認の上、区間（交差点番号）を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、画面上で区間（経路）を修正しても、申請ＦＤの内容は変更されません。 

 

区間を指定するときは、起終点の交差点番号以外に路線が変更となる箇所の交差点番号を入力しま

す。区間上の全ての交差点番号を入力する必要はありません。 

（Ｐ.１０参照） 

 

 

2-3 その他 
路線や区間を指定する以外に道路情報便覧データの検索には２つの方法があり、以下の手順にて行いま

す。 

 

2-3-1 その他の方法の選択 

  区間指定の指定は、メイン画面の区間指定欄にて以下の手順で選択します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

エラーになるとこのような画面が

表示されます。 閉じる をクリックする

と、「通行経路入力一覧表」

画面に戻ります。 

印刷 をクリックする

と、エラーメッセージを

印刷します。 

① 「その他」を選択（クリック）します。 

② 路線名称を指定（キー入力）するときは、路線名称 

をクリックし、道路管理者名を指定（キー入力）するとき

は、道路管理者名 をクリックします。 
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2-3-2 路線名称 

路線名称を指定して道路情報便覧データを検索します。 

 

 

 

 

 

2-3-3 道路管理者名称 
 道路管理者名を指定し、その道路管理者が管理している路線の名称から道路情報便覧データを検索し 

ます。 

 

（１）道路管理者名の検索 

【道路管理者単位の検索】 

 

 

 

 

  

① 検索条件（路線名

称）を入力します。 

② 検索条件を確認後、 
検索 をクリックします。 

④ 検索したい路線名称を

クリックします。 
③ 検索条件に合致する路線名称が

表示されます。 

戻る をクリックす

るとメイン画面に戻

ります。 

① 検索したい管理区分を

クリックします。 
② 検索したい管理者名を

クリックします。 

③検索条件を確認後、 
路線コード一覧 を 
クリックします。 
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【道路管理者事務所・市町村単位の設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）路線名称の検索 

 

 

 

 

  

戻る をクリックす

るとメイン画面に戻

ります。 

① 検索したい管理区分を

クリックします。 
② 検索したい管理者名を

クリックします。 

④ 検索条件を確認後、 
路線コード一覧 を 
クリックします。 
 

③ 検索したい管理者名を

クリックします。 

戻る をクリックすると

道路管理者選択画面に戻

ります。 

① 検索したい道路管理者名を

確認します。 

② 「道路種別」をプルダウンメニューより

選択（クリック）します。 

 

③ 検索したい「路線名称」

をクリックします。 
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第３章 検索結果の表示 
 

第２章で指定された検索区間について、その区間に存在する障害箇所の情報を画面またはプリンタに出力しま

す。 

 

3-1 検索結果の表示 
検索が開始されると、メイン画面上に検索処理の進行状況が表示されます。進行状況表示が“100％”に

なり、表示が消えるまで他の処理はできません。 

 

 

 

 

処理が終了すると、検索結果一覧がメイン画面に表示されます。各表示内容は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路情報便覧表示システムメイン画面（検索結果一覧表示時）】 

  

検索処理の進行状況 

設定した検索区間情報を

再表示します。 表示内容の説明画面が表示されます。 

検索した区間の各情報 障害毎の総箇所数 

路線別通過区間番号 

通過路線種別、路線番

号、および複線番号 
（カッコ内） 

通過区間 
（起点側・終点側交差点番

 

通過区間指定道路状況 
表示内容は画面上部の「参考情報」

をクリックしてください。 

通過区間毎の

障害箇所数 

通行規制情報 
通行規制がある区間は「有」と表示、無い場合は空欄 

有料区間情報 
有料道路区間の場合、名称を表示。 
この右側は道路管理者名となります。 

通行区分情報 
通行方向が表示されます。 

高速算定用床版K値が表示

されます。 

大型車誘導区間情報 
誘導区間に該当する場合は「○」と表示、該当しない場合は空欄 
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メイン画面に表示された検索結果一覧から各障害の詳細情報を呼び出すには、以下の操作を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

（１）検索区間に存在する障害一覧 

 

 

② 通過路線の延長、交差点、

スパン情報が表示されます。 

① 各障害ボタンをクリックすると、

検索区間の障害別の詳細一覧が表示

されます。 

③ 路線別通過区間番号をクリックする

と、指定した通過区間に存在する障害の一

覧が表示されます。 

④ 交差点番号をクリックすると

隣接交差点情報が表示されます。 

⑤ 障害箇所数をクリックすると、 
指定した区間に存在する各障害の 
詳細一覧が表示されます。 

出力 をクリックすると、表示内容の

ファイル保存画面が表示されます。 

印刷画面 をクリックする

と、印刷イメージ画面が表

示されます。 
戻る をクリックすると、 
メイン画面に戻ります。 
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【検索区間に存在する障害詳細一覧（狭小幅員）】 

 

（２）通過路線延長、交差点、スパン情報の表示 

 

 

【印刷イメージ画面（通過スパン）】 

 

＜印刷範囲指定画面＞ 

 

 

※印刷範囲が複数路線に跨る場合、路線毎に改ページします。 

 

＜ファイル保存画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※テキストファイル（csv形式）で保存する場所を指定し、ファイル名を入力します。 

※表示内容、印刷イメージ画面それぞれに 出力 がありますが、保存されるファイルは同

じ内容となります。 

  

出力 をクリックすると、

表示内容のファイル保存

画面が表示されます。 

印刷開始 をクリックすると、 
印刷範囲指定画面が表示されま

す。 

戻る をクリックすると、 
前画面に戻ります。 

拡大 をクリックする

と、印刷イメージが拡大

されます。 
縮小 をクリックする

と、印刷イメージが縮小

されます。 

前頁 をクリックすると、

印刷イメージが１ページ

戻ります。 
次頁 をクリックすると、

印刷イメージが１ページ

進みます。 

「全ページ」、「ページ指

定」の印刷をクリックして

選択します。 

印刷するページ範囲を

入力します。 

キャンセル をクリックすると、

前画面に戻ります。 
印刷 をクリックすると、印刷が

開始されます。 

ファイルを保存する場所を

選択します。 

ファイル名を入力します。 

保存 をクリックすると、 
ファイルが生成されます。 

キャンセル をクリックすると、

前画面に戻ります。 
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（３）通過区間に存在する障害一覧 

 

 

 

 

 

 

 

【通行区間に存在する障害詳細一覧（橋梁）】 

 

※ 障害詳細一覧の各表の見方については、参考資料「道路情報便覧の概要」を参照して下さい。 

 

 

  

戻る をクリックすると、前画面

に戻ります。 

戻る をクリックすると、 
メイン画面に戻ります。 

指定した通行区間 
（起点側・終点側交差点） 

障害箇所の通行区分 

障害箇所の地先名 

障害種別、地先

名、構造物をクリ

ックすると障害種

別毎の詳細情報が

表示されます。 
（次図参照） 

障害の構造物名（障害

種別が“上空”または

“橋梁”の場合のみ） 通行区間の起点側交差点

から障害箇所までの距離 
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（４）隣接交差点情報 

 

 

 

【隣接交差点情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交差点詳細情報】 

 

※ 表示される隣接交差点番号の配置は、実際の交差点形状とは異なる場合があります。 

 

  

起点側隣接交差点と当

該交差点の間の路線名 
（重複路線も表示） 

終点側隣→当 該→起点側隣 
接交差点 交差点 接交差点 

の方向に折進する場合の車両毎の

分類値および進入禁止の有無 

終点側隣→当 該→起点側隣 
接交差点 交差点 接交差点 

の方向に折進する場合の車両毎の

分類値および進入禁止の有無 

当該交差点と終点側隣

接交差点の間の路線名 
（重複路線も表示） 

閉じる をクリックす

ると、メイン画面に戻

ります。 
交差点詳細ボタンをク

リックすると、交差点

詳細情報画面が表示さ

れます。（次図参照） 

当該交差点と各隣接交差点間の路

線種別および路線番号（複線番

号） 

戻る をクリックする

と、隣接交差点情報

画面に戻ります。 
各折進方向の車両毎の分類

値および進入禁止の有無 
（※無しの場合は空白） 
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3-2 検索結果の印刷、ファイル出力 

3-2-1 各障害の詳細情報（交差点情報を除く）の印刷、ファイル出力 

障害詳細画面を表示し、以下の手順にて行います。 

 

 

【通行区間に存在する障害詳細一覧（曲線）】 

 

 

 

 

【印刷イメージ（曲線）】 

  

戻る をクリックする

と、前画面に戻ります。 

印刷画面 をクリック

すると、印刷イメージ

が表示されます。 

出力 をクリックすると、

表示内容のファイル保存画

面が表示されます。 

閉じる をクリックすると、

前画面に戻ります。 

印刷開始 をクリック

すると、印刷範囲設定

画面が表示されます。 

出力 をクリックすると、

表示内容のファイル保存画

面が表示されます。 

拡大 をクリックする

と、印刷イメージが拡大

され、縮小 をクリック

すると、印刷イメージが

縮小されます。 

前頁 をクリックすると、印刷

イメージが１ページ戻り、 
次頁 をクリックすると、印刷

イメージが１ページ進みます。 
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＜印刷範囲指定画面＞ 

 

 

 

※ 印刷範囲が複数路線に跨る場合、路線毎に改ページします。 

 

 

＜ファイル保存画面＞ 

 

 

 

 

※ テキストファイル（csv形式）で保存する場所を指定し、ファイル名を入力します。 

※ 表示内容、印刷イメージ画面それぞれに 出力 がありますが、保存されるファイルは同じ内容と

なります。 

  

キャンセル をクリックする

と、前画面に戻ります。 

印刷するページ範囲を

入力します。 全ページ、ページ指定

の印刷をクリックして

選択します。 

印刷 をクリックすると、

印刷が開始されます。 

キャンセル をクリックする

と、前画面に戻ります。 

保存 をクリックするとファイ

ルが生成されます。 

ファイルを保存する

場所を選択します。 

ファイル名を入力

します。 
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3-2-2 交差点情報の印刷、ファイル出力 

交差点情報は、「交差点詳細情報」画面を表示し、印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戻る をクリックすると、前画

面に戻ります。 

印刷開始 をクリックすると 
印刷範囲設定画面が表示さ

れます。 

出力 をクリックすると、表示

内容のファイル保存画面が表示

されます。 
 

戻る をクリックすると、前画

面に戻ります。 

印刷画面 をクリックすると、印刷

イメージが表示されます。 

出力 をクリックすると、表示

内容のファイル保存画面が表示

されます。 
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隣接交差点情報の印刷 

 

 

隣接交差点情報画面の印刷は、以下の手順にて行います。 

① 印刷したい隣接交差点情報画面を表示します。 

② PrintScreen キーを押下します。 

③「スタート」－「プログラム」－「アクセサリ」－「ペイント」の順

に 

  ポインタを移動し、ペイント機能を起動します。 

④ ペイント画面メニューの「編集」－「貼り付け」にて、隣接交差点情報画面をペイント画面に表示します。 

⑤ ペイント画面メニューの「ファイル」－「印刷」にて、隣接交差点情報画面イメージを印刷します。 
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第４章 困ったときに（メッセージと対処方法） 
 

道路情報便覧表示システムの操作中にメッセージが表示された場合は、対処方法に従い訂正等を行なって下さ

い。 

 

 メッセージ 原  因 対処方法 

１ 指定された路線は存在し

ません 

路線指定にて設定した検

索項目が間違っていると

思われます 

正しい検索項目を入力して下さい 

２ 
都道府県コードを入力し

て下さい  

都道府県の項目に都道府

県コードが入力されてい

ません 

都道府県コードを入力して下さい 

３ 市町村コードを入力して

下さい 

市町村の項目に市町村コ

ードが入力されていませ

ん 

市町村コードを入力して下さい 

４ ＦＤ等をセットして下さ

い 

指定したディスクにＦＤ

等が入っておりません 

ＦＤ等を入れてください 

５ 通過交差点を入力して下

さい 

通過交差点番号が入力さ

れていないと思われます 

通過交差点番号(最低２箇所)を入力

して下さい 

６ 検索項目が存在しません 検索した内容がデータに

存在しないと思われます 

正しい検索項目を入力してください 

７ １０桁の交差点番号を入

力してください 

交差点番号が１０桁で入

力されておりません 

１０桁で入力してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路情報便覧の概要 

（道路情報便覧より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

１ 道路情報便覧に収録されている対象道路及び対象箇所 

１－１ 対象道路 

（１） 高速自動車国道：全路線  

（２） 一般国道：全路線 

（３） 主要地方道（主要な都道府県道）：全路線  

（４） 一般都道府県道：（平均車道幅員5.5m以上の道路、特殊車両の通行が予測される道路及び高速

自動車国道等の幹線道路への取付道路はできるだけ収録） 

（５） 市町村道：上記（４）に準じます。 

（６） 首都高速道路株式会社及び阪神高速道路株式会社が管理する道路  

※（２）～（５）に該当するものには、各高速道路株式会社が管理する一般有料道路、地方道路公社及

び都市高速道路公社が管理する道路を含みます。  

 

 

１－２ 対象箇所 

対象箇所は、橋梁箇所、狭小幅員箇所、上空障害箇所、曲線部障害箇所、交差点箇所及び通

行規制箇所であり、その内容は次のとおりです。 

（１）橋梁箇所 

対象橋梁は、次のとおりです。 

①橋長20m以上の橋梁（高架桟道を含む） 

②橋長20m未満であっても、荷重制限をしている橋梁及び特殊車両の通行の頻度が多い、ある

いは損傷の程度から荷重制限を要する橋梁 

（２）狭小幅員箇所  

狭小幅員箇所は、スパン（交差点から次の交差点間）内で最小の幅員箇所を対象とします。  

（３）上空障害箇所  

上空障害箇所は、道路横断方向にあるトンネル（ボックスカルバート等を含む）、下路式橋

梁（トラス橋等）、跨道橋（道路橋、鉄道橋）及び歩道橋等といった構造物の建築限界が、両

端の外側線範囲内で空間高が4.5m未満となる箇所全てを対象とします。  

（４）曲線部障害箇所  

曲線部障害箇所は、「道路の曲線部における片側車道幅員表」（次頁）により、各スパン内で

表に示す片側車道幅員以下で最も若いランクに該当するものを対象とします。 

ただし、同一ランクに該当するものがあれば、そのランクに該当するもののうち、ひとつを

対 

象とします。また、曲線半径が12m以下のものについては、最小幅員となる箇所１箇所を対象と 

します。  

なお、曲線半径は道路中心線の曲線半径とし、車道幅員は曲線部における最小の幅員とします。 

（５）交差点箇所 

交差点箇所は、採択路線が交差している箇所を対象とします。  

（６）通行規制箇所 

  通行規制箇所は、通行規制を行っている箇所（スパン）を対象とします。 



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

 

道路の曲線部における片側車道幅員表 

 

  ランク  

 
1  2  3  4  5  6  7  

15  4.75  5.65  5.68  6.23  6.48  7.32  9.57  

20  4.20  4.78  5.00  5.39  5.42  5.75  7.13  

25  3.80  4.31  4.62  4.85  4.98  5.01  5.17  

30  3.55  4.02  4.38  4.51  4.56  4.66  4.70  

35  3.35  3.81  4.21  4.26  4.28  4.32  4.51  

40  3.25  3.66  4.04  4.08  4.09  4.11  4.37  

45  3.15  3.54  3.88  3.89  3.98  3.99  4.26  

50  3.10  3.45  3.74  3.75  3.88  3.92  4.17  

55  3.05  3.37  3.63  3.64  3.79  3.85  4.14  

60  3.00  3.31  3.53  3.55  3.73  3.80  4.10  

65  2.98  3.25  3.45  3.48  3.67  3.76  3.98  

70  2.95  3.21  3.38  3.41  3.62  3.72  3.87  

75  2.90  3.17  3.32  3.36  3.58  3.69  3.77  

80  2.85  3.13  3.27  3.31  3.54  3.66  3.69  

85  2.80  3.10  3.22  3.27  3.53  3.62  3.64  

90  2.77  3.08  3.18  3.23  3.53  3.55  3.61  

95  2.75  3.05  3.14  3.20  3.50  3.53  3.59  

100  2.74  3.03  3.11  3.17  3.45  3.52  3.57  

110  2.73  2.99  3.05  3.12  3.36  3.49  3.52  

120  2.73  2.96  3.00  3.08  3.28  3.43  3.52  

130  2.73  2.94  2.97  3.04  3.22  3.38  3.50  

140  2.73  2.91  2.93  3.01  3.17  3.33  3.48  

150  2.73  2.89  2.90  2.99  3.12  3.29  3.46  

160  2.73  2.88  2.88  2.96  3.09  3.26  3.45  

170  2.73  2.85  2.86  2.94  3.05  3.23  3.44  

180  2.73  2.83  2.85  2.92  3.02  3.20  3.43  

190  2.73  2.82  2.84  2.91  2.99  3.18  3.42  

200  2.73  2.80  2.83  2.89  2.97  3.15  3.41  

 

曲線 

半径 (m) 
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２ 表の見方 

道路情報便覧に収録されている各障害箇所は、以下のとおり編集されています。  

 

２－１ 橋梁箇所 

 

 

（１）地先名  

橋梁箇所の地先名です。 

（２）橋梁（橋名と延長）  

橋梁名及びその延長で、単位はkmです。 

（３）適用示方書 

橋梁の設計基準です。 

（４）制限標識 

荷重制限のある橋梁の制限値で、単位はtです。荷重制限のない橋梁は空欄になっています。 

（５）交差点番号（起点側及び終点側）  

橋梁箇所のあるスパンの起点側及び終点側の交差点番号です。 

（６）起点交差点からの距離 

起点側交差点から当該橋梁箇所までの距離で、単位は kmです。 

 

 

 

 

 

 

（７）上下区分 

 上下線共通の場合は｢上下｣で、下り線のみは｢下り｣、上り線のみは｢上り｣と記載しています。 

（８）補正係数 

 各橋梁の部材別、車種別、通行条件別の許可限度重量を求めるために、基本図から求めた値を

補正する係数（K）で基本補正係数（k1～k5）のそれぞれの数値を乗じたものです。なお、dは車

両の最遠軸距を、A、B、C、Dは通行条件を表します。空欄の箇所は、橋梁の構造形式上、該当す

る部材がないことを示し、K値欄が全て未掲載のものは木橋又は石橋となります。 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

２－２ 狭小幅員箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地先名  

狭小幅員箇所の地先名です。 

（２）交差点番号（起点側－終点側） 

狭小幅員箇所のあるスパンの起点側及び終点側の交差点番号です。  

（３）起点側交差点からの距離 

起点側交差点から狭小幅員箇所までの距離で、単位はkmです。  

（４）延長  

狭小幅員箇所の延長で、単位はkmです。 

（５）下り幅員 

下り線（起点側より終点側に向う車線）の車道幅員（以下、車道幅員を単に「幅員」という）

となりますが、下り、上り線の区分がはっきりしない道路（以下、「上下線未区分道路」とい

う）にあっては、下り幅員欄に車道全幅員（以下、「全幅員」という。）を記載しています。単位

は mです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 路肩の幅員が明らかでない道路にあっては、0.5mとします。（トンネル・橋、高架道路は 0.25m） 

  

 



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

（６）はみ出しの可否 

狭小幅員の箇所において、車道中心線をはみ出す走行可否の区分を示します。○印ははみ出し

可能な箇所であり、×印ははみ出しのできない箇所（原則として、物理的にはみ出し走行のでき

ないところ）です。 

（７）上り幅員 

上り線（終点側より起点側に向う車線）の幅員で、単位はmで表しています。ただし、上下線

未区分道路にあっては、下り幅員欄に全幅員が記入されているため、空欄となります。 

（８）分離、非分離区分 

道路中央部が中央帯等の分離構造により、一方通行となっている道路を分離道路、それ以外の

道路を非分離道路とし、分離道路の場合は｢分｣、非分離道路の場合は｢非｣で表します。 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分離道路と非分離道路 

 

（９）制限標識 

制限標識を設置している車幅の制限値で、単位はmです。 

 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

２－３ 上空障害箇 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地先名  

上空障害となる構造物等のある箇所の地先名です。 

（２）構造物の名称 

上空障害となる構造物の名称です。 

（３）構造物の延長 

上空障害となる構造物の延長で、単位はkmです。  

（４）交差点番号（起点側－終点側） 

上空障害個所があるスパンの起点側及び終点側の交差点番号です。  

（５）起点側交差点からの距離 

起点側交差点から上空障害箇所までの距離で、単位はkmです。  

（６）上下区分 

上空障害箇所が上り線、下り線とも共通の場合は｢上下｣、下り線のみでは｢下り｣、上り線のみ

では｢上り｣で表します。 

（７）幅員（下り又は上り） 

下り、上り線別の上空障害箇所の幅員で、単位はmです。 

（８）空間高  

道路の横断面に対し上空障害箇所の車道中心部（非分離道路の場合は車道中央線をいい、上下

未区分道路及び分離道路では車道の中心をいう）を0m、下り車線を左側、上り車線を右側とし、

車道中心部から左右 1.5m、1.75m、3.00m、3.50mの位置及び車道端における車道面から、構造物

又は施設等までの高さ（空間高）で、単位はmです。  

 

※ 路肩の幅員が明らかでない道路にあっては、0.5mとします。（トンネル・橋、高架道路は0.25m） 

 

（９）はみだしの可否 

車道中心線をはみ出す走行可否の区分を示し、○印ははみ出し可能、×印ははみ出しのできな

い箇所です。なお、車道全幅員が5.5m未満の箇所は、可否の対象とせず空欄としています。  

（10）制限標識 

制限標識を設置している高さの制限値で、単位はmです。 

 

 

  

 



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

２－４ 曲線部障害箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地先名  

曲線部障害箇所の地先名です。 

（２）交差点番号（起点側－終点側） 

曲線部障害箇所のあるスパンの起点側及び終点側の交差点番号です。 

（３）起点側交差点からの距離 

起点側交差点から曲線部障害箇所までの距離で、単位はkmです。  

（４）延長  

曲線部障害箇所の延長で、単位はmです。 

（５）曲線半径 

曲線部障害箇所の曲線半径で、単位はmです。 

（６）幅員（全幅員、下り及び上り） 

曲線部障害箇所の下り線及び上り線の幅員で、単位はmです。また、上下未区分道路について

は、全幅員を下り幅員欄で表しています。 

（７）はみ出しの可否 

車道中心線をはみ出す走行可否の区分を示し、○印ははみ出し可能、×印ははみ出しのできな

い箇所です。なお、車道全幅員が5.5m未満の箇所は、可否の対象とせず空欄としています。  

（８）分離・非分離の区分  

道路中央部が中央帯等の分離構造により、一方通行となっている道路を分離道路、それ以外の

道路を非分離道路とし、分離道路の場合は｢分｣、非分離道路の場合は｢非｣で表します。 

 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

（９）車両分類別の通行条件（下り及び上り） 

特殊車両通行許可限度算定要領の中で車両を車両寸法により分類していますが、各々の車両 

に対する通行条件をA、B、C及び *（個別審査）によって表したものです。 

車両寸法による分類は表1、表2のとおりです。 

 

表 1 車両寸法による分類 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 車両幅が上記分類の車両幅（2.50、3.00、3.50）と異なるときは、当該車両表長は、 

補間より求めた長さとします。（特殊車両通行許可限度算定要領参照） 

 ※２ ｌは車両の長さ 

表２ 通行条件の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

２－５ 交差点箇所 

  

 

 

（１）当該交差点番号（交差点名称） 

当該交差点の交差点番号です。交差点名称は、名称がある箇所のみ記載し、無い場合は「交差

点名称なし」と記載しています。 

（２）地先名  

交差点のある地先名です。  

（３）道路管理者名 

交差点を管理している道路管理者の名称です。 

（４）隣接交差点 

隣接する交差点番号です。  

（５）枝番  

交差している各路線に付した任意番号です。 

（６）接続最上位路線 

当該交差点と隣接交差点を結ぶ路線の中で、最上位の路線と道路管理者名（主要地方道以下は

記載）を表しています。  

（７）分類値  

車両寸法によって分類した０、 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ型の車両に対し、最小旋回した場合の車両占有幅等

から、各区分の代表的な車両の軌跡図（定規図）を、各道路管理者が作成した当該交差点の平面

図と照合し、各々の車両に対する通行条件を直（通常走行が可）、B、C及び個（個別審査）によ

って表したものです。（B、Cの通行条件は前頁の表２寸法に関する条件と同一）また、進入禁止

の有無についてもある場合は「有」、無い場合は空欄で表しています。 

  



参考資料（道路情報便覧の概要） 

 
 

２－６ 通行規制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）道路管理者 

通行規制を行う道路管理者の名称です。 

（２）交差点番号（起点側－終点側） 

通行規制が行われるスパンの起点側及び終点側の交差点番号です。  

（３）通行区分 

上り線、下り線とも共通の場合は｢両方向｣、下り線のみでは｢下り｣、上り線のみでは｢上り｣で

表します。  

（４）年月日、時間（開始、終了） 

通行規制が行われる開始、終了の年月日、時間を表しています。 

（５）規制内容 

通行規制の内容を表しています。 

（６）規制理由 

通行規制を行う理由について表しています。 

 


	第１章 道路情報便覧表示システムの起動とデータ更新と終了
	1-1  道路情報便覧表示システムの起動
	1-2  道路情報便覧表示システムのデータ更新【道路情報便覧におけるデータ更新時の操作】
	1-3  道路情報便覧表示システムの終了

	第２章 検索条件の入力
	2-1　路線指定
	2-2　区間指定
	2-3　その他

	第３章 検索結果の表示
	3-1　検索結果の表示
	3-2　検索結果の印刷、ファイル出力

	第４章 困ったときに（メッセージと対処方法）

